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1.環境経営方針 

 

基本理念 

 有限会社豊原商会は、自然とのよりよい共存のために地域環境の改善を目指し、主業務

である産業廃棄物処理事業の活動を通じて地域環境の保全に積極的に取り組みます。 

 そのために社員一同が常に環境問題に対して積極的に行動し、次世代に継承できる環境

の実現を目指します。 

 

行動指針 

 環境経営システムを構築・運用し、定期的に見直すことによって、地域環境保全活動の

継続的な改善を図ります。 

 

1. 行政と一体となって、廃棄物の分別を徹底します。 

2. 二酸化炭素の排出量の削減に努めます。 

3. 節水に取り組み、水使用量の削減に努めます。 

4. 環境にやさしい商品などの購入に努めます。 

5. 環境方針を全従業員に周知徹底します。 

6. 環境関連法規等を遵守し、事業活動を推進します。 

7. 地域活動に積極的に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                       平成 30 年 6 月 1 日 改定 

                        有限会社 豊原商会 

                        代表取締役 豊原幸男 
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2.組織の概要 

（１） 名称及び代表者名 

有限会社 豊原商会 

代表取締役 豊原 幸男 

創業 昭和 56 年 10 月 1 日 

（２） 所在地 

本社      山口県下関市豊田町大字矢田 471 番地 

事務所兼作業場 山口県下関市豊田町大字矢田 470 番地 1 号 

作業場     山口県下関市豊田町大字矢田 474 番地 1 号 

菊川支店    山口県下関市菊川町大字下岡枝茶屋川 884 番地 3 号 

（３） 環境管理責任者及び担当者氏名 

環境管理責任者 豊原 幸男 

環境管理担当者 豊原 千恵 

（４） 連絡先 

TEL  083-766-1862  FAX  083-766-0312 

E-mal  buti@oregano.ocn.ne.jp 

（５） 事業の内容 

1. 産業廃棄物の収集・運搬 

2. 特別管理産業廃棄物の収集・運搬 

3. 一般廃棄物の収集・運搬 

4. 貨物自動車運送業 

5. 自転車部分品の加工 

（６） 事業の規模・実績 

活動規模 単位 31 年度 30 年度 29 年度 

一般廃棄物収集運搬量 t 1938.2 1900.7 1971.7 

産業廃棄物収集運搬量 t 46.2 38.9 18.5 

売上高 百万円 163 181 179 

従業員 人 14 14 14 

床面積 ｍ2 358.06 358.06 358.06 

（７） 当社の事業年度 

4 月～3 月 
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（８） 認証・登録範囲 

対象事業者名 ：有限会社 豊原商会 

対象事業所  ：全事業所 

対象活動   ：全活動 

（９）組織図 

統括責任者 

取締役 

豊原 幸男 

 

 

環境管理責任者 

 

豊原 幸男 

 

 

 

運搬管理  業務管理 

           

社  員 

    

社  員 

 

 

氏名 所属・役職 役割・責任・権限・使命 

豊原 幸男 代表取締役 
全体の総括、環境方針の策定、環境への取り組みの実 

施、全体の評価と見直し。 

豊原 千恵 事務局 
社全体の把握、環境経営システムを構築・運用し、その 

状況を社長に報告する。 

豊原 千恵 総務局 
電力・水・車燃料・灯油消費量の管理。 

  

豊原 幸男 代表取締役  
廃棄物の廃棄量管理。 
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（１０）許可の内容 

産業廃棄物収集運搬業許可証 

   山口県 ：     第 03500028781 号 

     許可期間    令和 2 年 2 月 23 日～令和 7 年 2 月 22 日 

   下関市 ：     第 07510028781 号（積替え又は保管を含む。） 

     許可期間    令和 2 年 9 月 1 日～令和 7 年 8 月 31 日 

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可証 

   山口県 ：     第 03550028781 号 

     許可期間    令和 2 年 10 月 2 日～令和 7 年 10 月 1 日 

一般廃棄物収集運搬許可証 

   下関市 ：     第 11045 号 

     許可期間    令和元年 6 月 1 日～令和 3 年 5 月 31 日 

廃棄物取扱種類 

   一般廃棄物 ：   可燃物・不燃物・資源物 

   産業廃棄物 ：   廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートく         

             ず（がれき類を除く。）・陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。

以上 3 種類）、汚泥、廃油、廃アルカリ、木くず、ゴムくず、 

             がれき類（これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものを 

             除く。） 以上 9 種類 

             水銀使用製品（ガラスくず、金属くず、廃プラスチック） 

             （特別産業廃棄物であるものを除く。） 

 特別管理産業廃棄物 ： 廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類に限り、特定有害産業廃

棄物であるものを除く。） 

             廃酸（水素イオン濃度指数 2.0 以下のものに限り、特定有害産

業廃棄物であるものを除く。） 

             廃アルカリ（水素イオン濃度指数 12.5 以上のものに限り、特

定有害産業廃棄物であるものを除く。） 

             廃石綿等  以上 4 種類 

保管場所の内容  

      面積 ：   328.65 ㎡ 

    保管上限 ：   405.84 ㎥ 

    最大高さ ：   2.55m 

      種類 ：   廃油、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず等、 

             がれき類、水銀使用製品（これらのうち、特別管理産業廃棄

物であるものを除く。） 以上 7 種類 

                    5 



一般貨物自動車運送許可証 ： 中国自貨第 428 号 

                     

（１１）設備の内容 

      車両 ：   塵芥車両 6 台  キャブオーバー車両 5 台 

             小型トラック車両 3 台  脱着装置付コンテナ車両１台 

             軽自動車 1 台  フォークリフト 4 台 
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管理責任者 担当者
豊 豊
原 原

令和2年10月30日 令和2年10月30日

2018年度 2020年度 2021年度
（基準年度） （目標） （実績） （達成判定） 目標 目標

15以下 14以下 13以下

0.01% 0.02% 0.03%

5

6

備考：二酸化炭素の排出係数はH31年度の中国電力0.677ｋｇ-CO2/ｋWhを用いた。

×

現状維持

4 分別違反ゴミの削減 件 16 73

行動目標

141,208 ○

32,149 ○

440 ×

643 ○

45,222 ×

61.3 ○

758 ○

1.4

2019年度

143,008

行動目標

826

現状維持 現状維持

現状維持 現状維持

現状維持 現状維持

32,157

397

824

現状維持

現状維持 現状維持

環境コミュニケーション

kg-CO2

kWh

ℓ

ℓ

ℓ

kg

d

e

電力使用量の削減

灯油使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

ｍ
3

廃棄物の収集運搬に伴う環境配慮

3.環境経営目標及びその実績

7

3 廃棄物排出量（自社分）の削減 ｔ 2

LPG使用量の削減

環境経営目標 単位

二酸化炭素排出量の削減

a

b

c

総排水量の削減2

1

現状維持 現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

44,724

75.2

○

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持



 

4.環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容 管理責任者 担当者

豊 豊

原 原

令和2年10月30日 令和2年10月30日

１.二酸化炭素総排出量の削減

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 10985 11384 12684 11662 12680 12075 11345 11742 12997 11098 12652 11704 143008
2019年度 10770 11672 10897 11846 12141 11834 12095 11629 12144 11731 12475 11974 141208

＜取組項目別＞
（電気）　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

1 〇 ・夏季は従業員に冷感タオルを提供した。
2 〇 ・従業員の作業服を季節ごと（夏季・冬季）に提供した。次年度も継続。
3 〇 ・スポットエアコン等も検討中。
4 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 2654 2430 2287 2477 2768 3080 1950 2420 2857 2968 3427 2839 32157
2019年度 2589 2345 2209 2439 2890 2640 2541 2402 2974 3059 3274 2787 32149

（灯油）　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

灯油使用
量の削減

1 △

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 197 200 397
2019年度 240 200 440

暖房温度の適正管理

 評価、次年度の取組内容

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

電力使用
量の削減

・12月に昨年より多く使用した為、来年度は温度管理を徹底する。また、
機能性の高い防寒着の再検討。

8

エアコンの温度設定、夏28℃・冬20℃

消灯の徹底

クールビズ、ウォームビズ

長時間席を離れる時のパソコン電源off

取組目標 活動項目

0
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2018年度 2019年度
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（ガソリン）　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

1 〇 ・社用車を1台ハイブリット車に買い替えた。今後も検討。
2 〇
3 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 63 24 77 67 115 75 74 63 71 81 51 63 824
2019年度 16 86.22 66.84 101.46 96.4 23 61.18 58 25 35 51 22.9 643

（軽油）　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

1 〇 ・エコドライブ・アイドリングストップは心掛けているが、業務量の増加に
2 〇 より軽油使用量が増加した。
3 〇 ・昨年1台買い替えたが、今後も引き続き検討する。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 3421.39 3661.51 4155.12 3716.9 3983.59 3713.18 3737.54 3773.07 3929.7 3349 3658 3625 44724
2019年度 3462 3820.35 3584.1 3858 3860.71 3870.41 3960.95 3819.66 3659.3 3705.52 3733 3888 45222

（LPG）　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果
LPG使用
量の削減

1 〇 ・目標達成。今後も継続。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 1 6.2 0.2 6.1 7.1 0.2 0.1 0.1 9.7 13 12.4 19.1 75.2
2019年度 16.1 9.4 0 2.2 0.1 2.7 4.7 4.7 11.4 6.3 2.5 1.2 61.3

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

軽油使用
量の削減

エコドライブ

アイドリングストップ

排ガス規制の車両を中・長期で買い替える

給湯器等の効率使用

9

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

ガソリン
使用量の

削減

エコドライブ

排ガス規制の車両を中・長期で買い替える

アイドリングストップ

0

20

40

60

80

100

120

140

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン

2018年度 2019年度

0

1000

2000

3000

4000

5000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油

2018年度 2019年度

0

5

10

15

20

25

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

LPG

2018年度 2019年度



 

2.総排水量の削減

　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

1 水を出しっぱなしにしない 〇
2 節水コマ導入 〇

(2ヶ月毎検針）
合計

2018年度 826
2019年度 758

3.廃棄物排出量の削減

　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

1 〇
2 縮小してコピーし、コピー用紙の枚数を減らす 〇
3 〇

省資源 1 〇

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.2 2
2019年度 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 1.4

4.分別違反ゴミの削減及び分別作業での適正分別の推進

　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

・市から個人に直接連絡を取ってもらい、改善させる。
・報告書を作成し、数を把握。

1 〇 ・事前に電話にて分別してもらえるよう依頼。
2 〇 ・弊社が分別する場合は、手数料別途請求する。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
2018年度 3 0 3 2 0 2 0 0 1 3 2 0 16
2019年度 1 0 13 2 3 4 15 15 3 3 10 4 73

129 120 119

11月 1月 3月
135 143 145 135 139 129
5月 7月 9月

123 140 127

適正分別
の推進

文書の電子化への取組

取組目標 活動項目

節水活動

リサイク
ルの推進

コピー用紙の両面使用

廃棄物の分別とリサイクル

排出事業者責任の徹底
排出事業者自らのゴミの減量・リサイクルの取組

 評価、次年度の取組内容

目標値達成。次年度も継続。

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

・目標達成。次年度も継続。

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

違反ゴミ
の削減

1 違反シールを貼り、市に連絡。 〇
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5.廃棄物の収集運搬に伴う環境配慮

　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

社用車の
切り替え

〇 ・ハイブリット車を一台買い替え。今後も随時更新する。

1 〇 ・ドライブレコーダーの設置。次年度も継続。
2 日常・定期点検の実施 〇 ・収集した数を記録するなど、積み忘れ防止に努めた。クレームをなくす
1 〇 ことで、より信頼性を高める。
2 走行距離の短縮化 〇
3 汚した場合の清掃徹底 〇

6.環境コミュニケーション

　　　　　活動：〇よくできた　　△あまりできなかった　×全くできなかった

取組

結果

（外部）
HPを活用し、事業活動等を随時公表する 〇 ・電話による問い合わせが増えた。新規顧客獲得にもつながるので、

今後も積極的に公表する。
・「やまぐち地域防災応援団」に登録し、地域と協力・連帯して

会社周辺の清掃徹底、車両の洗車徹底 〇 避難体制をつくった。次年度も継続。
（内部）

・指導内容を記録し、従業員に記名させることで周知の徹底をした。
今後も継続。
・取引先からの依頼で、巻上げ機運転実技訓練を受講し、事業拡大に
務めた。今後も継続。
・トラック協会より、従業員の勤務成績優秀の表彰を受けた。

11

従業員のレベルアップ 講習の積極的な参加、資格取得など 〇

環境コミュニケーション

地域奉仕活動等の参加 地域奉仕活動等に積極的に参加する

美化活動

周知の徹底 随時、指導教育訓練記録を作成し、掲示する。

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

取組目標 活動項目  評価、次年度の取組内容

〇

収集運搬
の配慮

〇

車両使用
の配慮

エコドライブ

積み忘れをしない

ハイブリット車や低燃費車、低排出ガス認定車等の切替を考慮



 

5.　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 管理責任者 担当者

豊 豊
・自己チェックの結果、違反はありませんでした。 原 原
・関係当局からの違反の指摘及び訴訟は過去5年間ありませんでした。 令和2年6月30日 令和2年6月30日

定期的確認
順守状況

許可の取得及び更新・事業の範囲 ・事業の内容に合致した許可を取得し、かつ2年ごとに許可の更新手
　法7条1項、2項 続きを取ること
　令4条の5 ・委託されている一般廃棄物の処理は許可の内容と合致していること
変更の許可等 　事業を変更しようとするときは、あらかじめ変更の許可を取得する
　法7条の2 こと
収集運搬・保管の表示など
　法6条の2第2項 産業廃棄物の規定と同じ
　令3条
帳簿の作成および保存
　法7条15項、16項 ・帳簿を作成すること
　規則2条の5 ・帳簿は一年ごとに閉鎖し、閉鎖後5年間保存すること
実績の作成及び報告 ・実績を作成すること
　規則第41条 ・実績は月ごとに報告すること
収集運搬車両の表示 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　法12条1項 　　　産業廃棄物収集運搬車　　　　　　　　　　（5㎝以上）
　令6条1項1号 　　　　　○○株式会社　　　　　　　　　　　　　　（3㎝以上）
　規則7条の2の2第1項、3項 　　　　○○○○○○号　　　　　　　　(許可番号・下6ケタ。3㎝以上）

収集運搬車・備え付け書類 ・許可書の写し
　令6条1項 ・産業廃棄物管理票（マニュフェスト）
運搬・保管の基準
　法12条1項、2項 ・処理基準に従い、運搬・保管すること
産業廃棄物管理票の写しの保存
　法12条の3第8項、9項 ・産業廃棄物の運搬や処分を受託した者は、産業廃棄物管理票の
　規則8条の30 写しを5年間保存すること
産業廃棄物処理委託契約
　法12条3項、4項、5項 ・原則、２者契約であること（排出事業者と収集運搬業者）
　規則8条の2、3、4 ・委託契約は書面により、許可証の写しを添付すること
産業廃棄物処理委託契約書の保存
　法12条4項 ・委託契約書等を契約の終了の日から5年間保存すること
　令6条の2第4号
　規則8条の4の3
許可の取得及び更新・事業の範囲 ・事業の内容に合致した許可を取得し、かつ5年ごとに許可の更新手
　法14条1項、2項 続きを取ること

帳簿の作成および保存
　法7条15項、16項 ・帳簿を作成すること
　規則2条の5 ・帳簿は一年ごとに閉鎖し、閉鎖後5年間保存すること
投棄禁止
　法16条 ・何人もみだりに廃棄物を捨ててはならない
焼却禁止
　法16条の2 ・何人もみだりに廃棄物を焼却してはならない。

経営の届出

　法第36条1項 国土交通大臣への届出

対象物質 設備基準と点検
可燃ごみ・古紙・ 　法第17条の3の3 設備基準（消火器）
木くず 　規則31条の6 総合点検：1回/年

設置の届出
　法5条 ・浄化槽の設置又は構造の変更をする者は、知事に届け出ること。

法定検査

　法7条・法11条 ・設置後の水質検査：1回/年

保守点検及び清掃

　法10条 ・保守点検及び清掃：1回/年

　法第５条 ・適切な場所への設置。設置する環境維持保全を実施。

　法第16条 ・全ての第1種特定製品について簡易点検を3ヶ月に１回以上実施。

　経済産業省/環境省 ・点検、修理、冷媒充填、回収等の履歴を記録。廃棄するまで保存。

　告示第１３条 ・1000ｔ-CO2以上の漏洩は届出が必要。

フロン排
出抑制法

業務用エアコン
の管理者（使用

者）
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○
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貨物自動
車運送事

業法

消防法

判定法律名等
適用対象施設、
設備、作業等

一般廃棄物収集
運搬業

適用条項 適用内容、規制基準など

貨物自動車運送

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

○

○

○

産業廃棄物収集
運搬業

○

○

○

廃棄物の
処理及び
清掃に関
する法律
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○

廃棄物処
理法

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

令和1年11月29日

産業廃棄物処理
業



 

6.代表者による全体の評価と見直し・指示

見直し実施年月日

評価者

電気使用量・・・エアコンの温度設定を守り、無人の部屋の消灯が徹底されていた。

ガソリン使用量・・・収集日をまとめて、対策されていた。

軽油使用量・・・『エコドライブ10のすすめ』を休憩室に掲げ、常に意識させた。

確認

①環境関連法規の遵守状況 〇

②環境経営目標の達成状況および環境経営計画の実施状況、その評価結果 〇

③問題点の是正処置及び予防処置の結果 〇

④外部からの苦情等の受付結果 〇

システムの有効性（EMSが機能しているか） 適 不適

社員全員で目標達成に向けて活動を行い、法規制遵守状況は問題なし、是正の必要な問題は、灯油使用量が

基準年度より増加してしまったこと、委託先からの収集依頼増加に伴う軽油使用量の増加により、二酸化炭素排出

量の削減には至らなかった月もあった。違反ゴミについては、市との連携はとれているがまだ意識が薄いようである。

外部からの苦情の発生もなく、環境経営システムは機能している。 (①、③、④等を踏まえて評価）

取組状況の適切性（要求事項を満たしているか） 適 不適

二酸化炭素総排出量の中の電気使用量においては、従業員が働きやすいよう季節に応じた作業服・冷感タオル等

を提供し、エアコンの温度設定を徹底するなど目標値を達成できたが、冬場の灯油使用量が増えたため、機能性の

高い防寒着等を再検討し、温度管理を徹底したい。また、軽油使用量においては、委託先の依頼数が今年度は多

買った為、使用量増加となった。引き続き、排ガス規制の車両買い替えを検討していく。

節水活動・廃棄物排出量の削減はよく努められており、今後も継続し削減を行う。

分別違反ゴミの削減及び適正分別の推進においては、市及び行政と細めに連絡はとっているものの、基準年度より

大幅に件数が増えている。排出者の意識が薄く、より一層の周知徹底を心掛ける。

廃棄物の収集運搬に伴う環境配慮においては、環境配慮を自覚し、飛散・流出・苦情はなく、引き続き環境配慮の

継続に努める。

外部環境コミュニケーションにおいては、HPを活用することで弊社への問い合わせの連絡も増え、新規顧客獲得に

つなげたい。また、地域活動へも積極的に参加し、この度「やまぐち地域防災応援団」に登録した。今後もより一層

地域と協力・連帯していきたい。

内部環境コミュニケーションにおいては、指導内容の周知の徹底により、従業員皆が意識して取り組み出し、その後

の業務が円滑に行われた。また、資格取得にも力を入れ、事業拡大につなげた。今後も継続していく。

　　　　　(②等を踏まえて評価）

環境経営方針 有 なし

環境経営目標及び環境経営計画 有 なし

分別違反ゴミの削減において、基準年度を2019年の73件とし、目標を2020年度は72件（0.01％減）・2021年度は71件

（0.02％減）とする。これは、2020年度より下関市のゴミの出し方が一部変更になる為、変更当初は分別の認識が

出来ていないことが想定される為である。市と連携し、チラシ等作成し、周知徹底をする。

環境経営システム 有 なし

今後も社員一丸となって地域環境保全活動に取り組み、成果が一時的なもので終わらないよう、さらなる実践を

継続して行きたいと思う。
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前回の指示への取組結果

2020/6/15

豊原　幸男

見直しのための情報

エコアクション21全体の取組状況の評価

変更の必要性の判断代表者による見直し


